


2

一般特集｜ IMAGINE THE FOOD. 〜学食への誘い〜一般特集｜ IMAGINE THE FOOD. 〜学食への誘い〜

3

学
生
と
創
る
食
堂

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
在
宅
勤
務
の
影

響
で
一
時
は
食
堂
の
利
用
者
数
が
半
分

以
下
に
減
少
し
た
。
対
面
授
業
の
増
加

に
伴
い
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

が
、
今
も
な
お
以
前
の
７
、８
割
に
留

ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
学
内
の
食
堂
や

福
利
厚
生
に
つ
い
て
、
学
生
生
活
課
の

奥お
く
む
ら
ひ
ろ
む

村
啓
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
食
堂

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
人
手

不
足
や
昨
今
の
物
価
上
昇
も
あ
い
ま
っ

て
、
商
品
の
価
格
を
上
げ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
る
そ
う
だ
。
体
芸
食
堂
や

第
三
エ
リ
ア
食
堂
な
ど
、
筑
波
大
学
か

ら
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
店
も
あ
る
と
い

う
。
現
在
、
体
芸
エ
リ
ア
で
は
水
曜
日

限
定
で
パ
ン
販
売
店
の「
粉
と
ク
リ
ー
ム
」

が
復
活
し
て
い
る
。ま
た
、フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
第
三
エ
リ
ア
食
堂
が

あ
っ
た
場
所
に
は
、
学
生
か
ら
の
ア
イ

デ
ア
を
受
け
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
が

期
間
限
定
で
置
か
れ
て
い
た
。
奥
村
さ

ん
は
「
学
生
か
ら
の
要
望
が
メ
ー
ル
で

届
く
こ
と
も
あ
り
、
食
堂
に
関
す
る
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
気
軽
に
出
し
て
も
ら

え
る
と
あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

大
学
巡
り
は
い
か
が
？

　

筑
波
大
学
に
は
大
学
生
協
が
な
い
。

代
わ
り
に
本
学
の
教
職
員
と
学
生
で
構

成
さ
れ
る
福
利
厚
生
委
員
会
が
外
部
の

企
業
に
事
業
を
委
託
し
、
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
書
籍
部
で
は
大
学
循

環
バ
ス
の
定
期
券
が
購
入
で
き
る
。
ま

た
体
育
・
芸
術
エ
リ
ア
で
は
画
材
、
宿

舎
近
辺
で
は
家
電
な
ど
、
場
所
ご
と
に

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
品
物
を
取
り

揃
え
て
い
る
。「
学
内
に
こ
の
よ
う
な
店

舗
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
移
動
の
際
に
見
か
け

た
ら
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
ほ
し
い
」
と

奥
村
さ
ん
は
話
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
食

　

最
後
に
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い

た
。
奥
村
さ
ん
は
「
食
堂
を
地
域
の
人

に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力

的
な
場
所
に
し
た
い
」
と
言
う
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
以
前
は

高
校
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
訪
れ

た
り
、
学
生
の
宴
会
場
と
し
て
貸
し
出

さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
現
在
は
昼
の
営

業
の
み
だ
が
、
座
席
数
の
制
限
や
消
毒

液
の
設
置
な
ど
感
染
対
策
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
、
安
心
し
て
食
堂
を
利
用
し

て
ほ
し
い
と
話
す
。
ま
た
、
筑
波
大
学

が
「
開
か
れ
た
大
学
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
食
堂
も
大
学
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
、
企
業
の
方
や
地
域
の
方
に
も
愛
さ

れ
る
「
開
か
れ
た
食
堂
」
に
し
た
い
と

語
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
）

一
学
食
堂
と
は

　
「T

SU
K

U
BA

　

T
A

BLE

」（
通
称

一
学
食
堂
）
は
１
Ａ
棟
の
１
階
に
位
置

す
る
食
堂
で
あ
る
。
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

大
手
のSH

ID
A

X

が
運
営
し
て
お
り
、

学
生
の
胃
袋
を
支
え
て
い
る
。
今
回
は

店
長
で
あ
る
飯い
い
じ
ま
ゆ
き
よ

島
幸
代
さ
ん
に
話
を
聞

い
た
。

　

一
学
食
堂
の
特
徴
は
、
大
き
さ
に
あ

る
。
常
時
２
０
０
席
以
上
の
座
席
が
あ

り
、
学
内
で
も
有
数
の
広
さ
を
誇
る
大

食
堂
で
あ
る
。
麺
コ
ー
ナ
ー
、
丼
コ
ー

ナ
ー
、
定
食
コ
ー
ナ
ー
の
三
つ
の
窓
口

を
備
え
、
毎
日
４
人
の
店
員
で
営
業
を

行
う
。
１
日
に
20
キ
ロ
も
の
米
を
炊
い

て
学
生
の
来
店
を
待
つ
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
前
は
毎
日

３
０
０
人
程
度
が
利
用
し
て
い
た
が
、

対
面
授
業
が
禁
止
さ
れ
る
と
利
用
者
は

１
０
０
人
台
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ

た
そ
う
だ
。
現
在
は
２
０
０
人
台
ま
で

回
復
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
経
営
は

厳
し
い
と
い
う
。
飯
島
さ
ん
は
「
少
し

分
か
り
づ
ら
い
場
所
に
あ
る
が
、
た
く

さ
ん
利
用
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
」

と
話
す
。
ま
た
、
座
席
は
営
業
時
間
外

で
あ
っ
て
も
利
用
可
能
で
あ
り
、
自
習

や
休
憩
な
ど
自
由
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
い
う
。飯

島
さ
ん
よ
り

　

飯
島
さ
ん
は
来
店
す
る
学
生
の
様
子

に
つ
い
て
「
券
売
機
に
お
つ
り
を
忘
れ

た
ま
ま
取
り
に
来
な
い
学
生
が
多
い
。

５
０
０
円
以
上
な
ど
大
き
い
額
の
場
合

も
あ
る
の
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。

　

ま
た
、
事
前
注
文
を
す
る
こ
と
で

オ
ー
ド
ブ
ル
や
大
皿
な
ど
を
購
入
で

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
以
前
は
祝
賀
会
な
ど
の
た
め
に
注
文

が
入
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
振
り
返

る
。
通
常
に
戻
っ
た
ら
、
パ
ー
テ
ィ
や

宴
会
を
行
う
際
に
は
ぜ
ひ
注
文
し
て
ほ

し
い
と
い
う
。　
　
　
　
　
　
（
大
谷
）

　筑波大学はキャンパス内に多くの食堂や喫茶を有する。昨年度から対面授業が増加したこともあり、学食を利用するようになっ
た人もいるのではないか。しかし、広大なキャンパスの中、まだ訪れたことがない場所も多いだろう。ぜひ本特集を読んで、さま
ざまな学食に足を運んでほしい。 （菅原）

一
学
食
堂
店
長

学
生
生
活
課

●
医
学
食
堂
に
時
々
登
場
す
る
油
淋
鶏

定
食
は
お
い
し
い
と
思
う
（
医
学
類
） 

⃝

本
部
棟
レ
ス
ト
ラ
ン
の
定
食
は
品
数

が
多
く
て
感
動
で
き
る
！
内
装
も
レ
ト

ロ
で
お
洒
落
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
学

類
２
年
）

⃝

鈴
屋
の
パ
ン
、
特
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

は
コ
ス
パ
が
良
く
て
お
す
す
め
で
す
！

（
比
較
文
化
学
類
３
年
）

⃝

２
学
食
堂
の
魚
系
定
食
が
高
コ
ス
パ

（
日
本
語
・
日
本
文
化
学
類
２
年
）

 

⃝

隠
れ
た
名
店
、
大
学
会
館
筑
波
デ
ミ

（
社
会
学
類
１
年
）

●
ス
ー
プ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
色
ん
な
国

の
ス
ー
プ
が
飲
め
て
美
味
し
い
（
国
際

総
合
学
類
２
年
） 

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト 

⃝

１
学
食
堂
の
窓
際
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席

で
、
松
美
池
の
カ
モ
た
ち
を
眺
め
な
が

ら
昼
食
を
と
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

（
社
会
工
学
類
３
年
）

⃝

マ
ル
ハ
バ
ン
は
野
菜
が
沢
山
取
れ

て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
の
で
気

に
い
っ
て
い
ま
す
（
教
育
学
類
２
年
）

⃝

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
３
学
食
堂
跡
の

休
憩
所
で
食
べ
る（
社
会
工
学
類
３
年
）  

⃝

（
石
の
広
場
の
）
芝
生
で
お
昼
ご
飯

を
食
べ
て
い
る
と
、
た
ま
に
カ
ワ
セ
ミ

が
飛
ん
で
い
て
、
心
の
潤
い
に
良
い
で

す
（
人
文
学
類
１
年
） 

⃝
２
学
の
う
ど
ん
・
そ
ば
と
い
う
の
ぼ

り
が
立
っ
て
い
る
学
食
が
１
番
安
く
食

べ
ら
れ
る
と
思
う
。
と
り
あ
え
ず
何
か

食
べ
た
い
時
に
オ
ス
ス
メ
（
生
物
資
源

学
類
２
年
） 

自
分
な
り
の
使
い
方

⃝

粉
ク
リ
は
３
限
終
了
か
ら
少
し
遅
れ

て
焼
き
た
て
パ
ン
が
追
加
さ
れ
て
い
く

の
で
、
並
び
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
焼

き
た
て
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
境
目
を
見
極

め
る
と
と
て
も
楽
し
い
（
日
本
語
・
日

本
文
化
学
類
２
年
）

⃝

小
さ
い
サ
ラ
ダ
な
ど
を
加
え
る
と
お

得
だ
し
美
味
し
い
（
生
物
学
類
１
年
） 

⃝

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
、
学
内
の
ベ
ン

チ
や
宿
舎
で
食
べ
る
（
総
合
学
域
群
第

１
類
１
年
）

⃝

お
釣
り
の
計
算
勝
負
で
毎
回
食
堂
の

方
に
負
け
る
（
数
学
類
３
年
）

※
所
属
及
び
学
年
は
、
令
和
５
年
３
月

時
点
の
も
の
で
す
。

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

●
粉
ク
リ
（「
粉
と
ク
リ
ー
ム
」
の
略
称
）

の
チ
キ
ン
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ス
と
し
め
じ
の

ス
ー
プ
パ
ス
タ
（
障
害
科
学
類
３
年
）

●
春
日
食
堂
の
炒
飯
と
揚
げ
餃
子
定
食

（
知
識
情
報
・
図
書
館
学
類
２
年
） 

⃝

３
Ａ
棟
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
チ
キ
ン
カ

ツ
カ
レ
ー
（
辛
口
ト
リ
プ
ル
）
が
美
味

し
い
（
社
会
工
学
類
３
年
） 

⃝

３
Ａ
棟
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
担
々
麺
が

お
い
し
い
（
人
文
学
類
１
年
） 

学
食
の
こ
と
、教
え
て
！

お昼休みの学生で賑わう一学食堂

お釣りは忘れずに取ろう！
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ペデストリアンデッキ

平砂宿舎

追越宿舎

ループ

平塚線

石の広場

5C棟

一ノ矢宿舎

中央図書館

体芸図書館

医学図書館

図情図書館 春日宿舎

キッチンカー
学内各所で平日昼休みに出店している。
食堂にはない個性豊かなメニューに出
会える。出店予定は厚生会ホームペー
ジや筑波大学キッチンカー公式 Twitter
アカウント（@genki2525with）で確認
することができる。

春日エリア
春日 食堂
春日福利厚生棟にある食堂。アットホー
ムな食堂を目指しており、学生だけでな
く教職員も多く利用している。

体育・芸術エリア
体芸 喫茶「粉とクリーム」

体芸 弁当販売
水曜日限定で営業している喫茶。このエリアだけの限定商品も提供されている。

「キッチンカーかざみ」と「スパニッシュバルBonito」が日替わりで出店している。

本部棟
本部棟レストラン
学生の利用機会が少ない本部棟に位置
するが、誰でも利用できるレストラン。
和洋中すべてが揃う。

第二エリア
2B棟 食堂

2B棟 小食堂 麵処

2B棟 喫茶
「Café MARHABAN」
ハラール認証を受けた食材を使っており、ベジタリアンメニューなども取り扱う。

定食に自分の好きな小皿をつけてカフェテリア
のように楽しむことができる。

うどん・そば・ラーメンなどの麵専門の食堂。
出汁とスープにこだわりを持つ。

※2B棟「粉とクリーム」は休業中（令和５年 4月１日現在）

パン販売 鈴屋
一学・体芸・本部棟など、学内で幅広く営業
している土浦市の老舗パン屋。医学エリアの
喫茶「リーベン」脇でもパン販売中。

医学エリア
医学 食堂

喫茶「リーベン」

医学エリアの大食堂。健康に気を
使ったメニューを提供している。

医学福利厚生棟の２階に位置する。
ランチの定食のほかに、デザート
やドリンクバーも提供する喫茶。

大学会館
レストランプラザ
「筑波デミ」
季節ごとに変わる日替わり
ランチにはスープ・サラダ・
ドリンクバーが付く。

第一エリア･
中央図書館

「TSUKUBA TABLE」

「スープファクトリー」

「スターバックス」

１Ａ棟にある大食堂。麺や丼、日替わり定食
などさまざまなメニューが揃っている。

１Ａ棟のスープ専門店。各国をイメージした
スープだけでなく、スイーツも提供している。

第三エリア
３A棟フードコート 喫茶「粉とクリーム」

３A棟フードコート 中華店

３A棟フードコート カレー店

茨城県や栃木県に展開している出来たてパンやスイーツ、パスタを提供する喫茶。

多種多様なラーメンや中華丼を扱う。現在は隣のうどん・そば店のメニューも提供中。

トッピングや辛さ、盛りを自分好みにカスタマイズできるカレー専門店。

※３A棟フードコート うどん・そば店は休業中
　（令和５年 4月１日現在）

※最新の情報は筑波大学厚生会ホームページをご確認ください。
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全
代
会
と
は
、
全
学
学
類
・
専
門

学
群
・
総
合
学
域
群
代
表
者
会
議
の

略
称
で
あ
り
、
筑
波
大
学
の
学
則
に

て
公
的
に
認
め
ら
れ
た
学
生
組
織
で

あ
る
。
各
学
類
等
の
ク
ラ
ス
代
表
者

会
議
（
※
１
）
か
ら
の
代
表
者
３
人

と
、
専
門
委
員
（
※
２
）
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
扱
う
問
題

は
教
育
、
福
利
厚
生
、
学
内
行
事
、

大
学
運
営
な
ど
、
非
常
に
多
岐
に
わ

た
り
、
全
学
群
生
の
代
表
と
し
て
、

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

全
代
会
の
活
動
に
は
、
主
に
本
会

議
と
委
員
会
が
あ
る
。本
会
議
で
は
、

学
園
祭
や
新
入
生
歓
迎
な
ど
の
学
生

活
動
に
関
す
る
事
項
や
、
委
員
会
な

ど
か
ら
提
出
さ
れ
た
学
生
生
活
に
関

わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
審
議
が
行

わ
れ
る
。
こ
の
本
会
議
を
統
括
す
る

の
が
全
代
会
議
長
団
で
あ
り
、
全
代

会
の
代
表
と
し
て
大
学
側
に
意
見
や

要
望
を
伝
え
る
。
委
員
会
は
、
六
つ

の
常
任
委
員
会
と
期
限
つ
き
の
特
別

委
員
会
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
全
代

会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
類

等
の
ク
ラ
ス
代
表
者
会
議
に
寄
せ
ら

れ
た
学
生
生
活
に
関
わ
る
意
見
や
要

望
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
本
会
議

に
提
出
す
る
議
案
を
作
成
す
る
。
ま

た
、
大
学
と
他
の
学
生
組
織
と
の
橋

渡
し
や
、
全
代
会
活
動
の
広
報
等
も

担
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
地
）

　全代会として取
り組むべき問題の
調査・報告を行う。
アンケートや実地
調査の結果をもと
に教育環境委員会、
生活環境委員会等
と共有するための
報告書を作成する。

　全代会の広報を担
う。全代会の活動や
学生に有益な情報を
発信するために、広
報 誌『Campus』や
各委員会から依頼さ
れた広報物の制作、
各種ＳＮＳアカウン
トの運用を行う。

　宿舎入居や学類別
オリエンテーション
などの学内における
新入生歓迎期特有の
イベントに関する諸
問題に対処し、各学
群等の新入生歓迎に
際して確実かつ統一
された情報の提供を
行う。

　留学生関連の諸
問題を担う。主に、
サークル紹介誌の
英語対応やチュー
ター制度の改善、
留学生の意見の集
約を行う。

　全代会の庶務を
担当し、会議準備
や物品申請等の全
代会構成員の活動
補佐のほか、全代
会室ＰＣ環境の構
築やＨＰの管理を
行う。

　全代会の下部組
織である学園祭実
行委員会の監査・
監督を行う。また、
スポーツ・デー学
生委員会や各サー
クル連合会等の学
内行事を運営する
組織と全代会をつ
なぐ役割も担う。

　全学的な教育に関
する問題を扱う。教育
生活環境調査（※３）
に寄せられた意見を
もとに授業内容や学
習環境の問題を発見・
検討し、大学と連携
して改善策を考える。

　学生生活に関す
る問題を扱う。教
育生活環境調査に
寄せられた意見を
もとに学生宿舎や
学内売店、交通な
どの福利厚生に関
する問題を発見・
検討し、大学や業
者と連携して解決
策を考える。

生活環境委員会総務委員会 教育環境委員会学内行事委員会

国際特別委員会調査委員会 広報委員会 新入生歓迎特別委員会
（川島）

令
和
４
年
度
の
本
会
議
で
審
議
・
採
決
さ
れ
た
議
案
一
覧

※
第
一
回
、
第
二
回
は
議
長
団
選
出
の
た
め
、
表
記
は
割
愛

第
三
回

﹃
令
和
５
年
度
学
園
祭
開
催
に
関
す
る
要
請
﹄

承
認
51
、
否
認
0
、
保
留
0
↓
可
決

﹃
新
入
生
歓
迎
特
別
委
員
会
の
設
立
に
つ
い
て
﹄

承
認
52
、
否
認
0
、
保
留
0
↓
可
決

﹃
全
代
会
専
用
ラ
ッ
ク
設
置
に
つ
い
て
﹄

承
認
49
、
否
認
1
、
保
留
1
↓
可
決

第
四
回

﹃TW
IN

S

改
善
の
要
望
に
つ
い
て
﹄

承
認
43
、
否
認
0
、
保
留
3
↓
可
決

﹃
国
際
特
別
委
員
会
設
立
の
要
請
に
つ
い
て
﹄

承
認
42
、
否
認
1
、
保
留
2
、
無
効
票
1
↓
可
決

﹃
企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会
設
立
に
つ
い
て
﹄

承
認
44
、
否
認
1
、
保
留
0
↓
可
決

第
五
回

﹃
令
和
４
年
度
学
園
祭
実
行
計
画
書
追
加
提
出
分
に
関
す
る
要
請
﹄

承
認
51
、
否
認
0
、
保
留
0
↓
可
決

第
六
回

﹃
学
生
組
織
制
度
の
改
編
及
び

 

学
長
決
定
・
副
学
長
決
定
の
改
定
に
つ
い
て
﹄

承
認
47
、
否
認
0
、
保
留
2
↓
可
決

第
七
回

﹃
情
報
処
理
推
進
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
﹄

承
認
40
、
否
認
0
、
保
留
1
↓
可
決

２令和 4 年度の全代会のあゆみ

１
「
全
代
会
」
と
は

３全代会の委員会 学類等のクラス
クラス代表者

クラス代表者会議
代表者

選出

参加

全代会
議長団

各委員会に所属する専門委員

選出

はじめての全代会

　筑波大学全学学類・専門学群・総合学域群代表者会議 ( 以下、全代会 )
とは、大学から公的に認められた学生組織である。全代会では学生の代表
者による会議を定期的に開催し、全学の学生から出された学生生活におけ
る問題点等を話し合う。時には教職員とも意見を交換し、学生が直接大学
のイベント運営や施設改善の提案を行うことができる。ルールをただ守る
だけではなく学生自身が行動し、より快適な大学生活を送れるようにルー
ルを改善していく。それが学生自治のための組織、全代会だ。　     （勝又）

※
１　
ク
ラ
ス
代
表
者
会
議
と
は
・・・

各
学
類
・
専
門
学
群
・
総
合
学
域
群
の

ク
ラ
ス
か
ら
選
出
さ
れ
る
ク
ラ
ス
代
表

者
で
構
成
さ
れ
る
学
生
組
織
。
各
学
類

内
で
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
、
学
類
等

の
教
職
員
や
全
代
会
に
伝
え
、
解
決
を

図
る
。

※
２　
専
門
委
員
と
は
・
・
・
各
学
類

等
の
代
表
者
で
は
な
い
た
め
、
本
会
議

に
お
け
る
議
決
権
は
持
た
な
い
が
、
全

代
会
の
委
員
会
活
動
に
参
加
で
き
る
。 

※
３　
教
育
生
活
環
境
調
査
と
は
・・・

全
代
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
年
配
布
し

て
い
る
記
述
式
ア
ン
ケ
ー
ト
。
大
学
生

活
で
発
見
し
た
問
題
点
に
関
す
る
意
見

を
広
く
収
集
し
て
い
る
。

※企画・戦略特別委員会は、設置期間である令和５
年６月末をもって解散予定のため、割愛しました。 
※情報処理推進特別委員会は、令和５年１月に設置さ
れましたが、編集時期の都合上、割愛しました。
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9

４全代会の雰囲気

５
昨
年
度
を
振
り
返
っ
て

山や
ま
ぎ
し
ふ
み
か
ず

岸
史
和 

副
議
長 

　
　
　
　
　
　
社
会
学
類
2
年

昨
年
度
掲
げ
て
い
た
目
標

通
り
、
少
し
で
も
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
学
生
団
体
や
全
代
会

構
成
員
の
書
類
提
出
の
負
担

を
減
ら
せ
る
よ
う
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
教
室
申
請
の
導
入

を
大
学
側
に
申
請
し
ま
し

た
。
現
在
は
試
行
段
階
に
あ

り
ま
す
が
、
手
続
き
が
容
易

に
な
る
こ
と
で
次
の
世
代
の

助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
代
替
わ
り
す
る

後
輩
が
、
全
代
会
を
現
在
よ

り
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
万
全
の
準

備
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

森も
り
の
ぞ
む望 

副

議

長 

　
　
　
　
　
　
社
会
学
類
1
年

令
和
４
年
度
は
複
数
の
特

別
委
員
会
を
新
設
し
、
精
力

的
に
活
動
し
た
こ
と
が
大
き

な
実
績
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
活

動
は
令
和
３
年
度
以
前
か
ら

全
代
会
が
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
案
件
が
実
を
結
ん

だ
、
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。
大
学
生
が
学
生
組
織
に

取
り
組
め
る
期
間
は
短
く
、

故
に
学
生
組
織
が
連
続
性
の

あ
る
長
期
的
な
運
営
を
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
。
そ
の

な
か
で
こ
の
業
績
は
全
代
会

構
成
員
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
全
代
会
に
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お

陰
だ
と
思
い
ま
す
。

次期総務委員長を務めさせていただきます、川島淳一郎です。総務を全代会の右腕にする
ことをビジョンに掲げ、今年度は議事録の改良と全代会室の管理強化を推し進めていく予定
です。総務委員会の活動は目には見えづらいですが、全代会が活動するなかで無くてはなら
ない重要なものばかりです。担当次第では全代会ＨＰ運用やＰＣ環境の構築などの情報技術
の活用に携わることもできます。縁の下の力持ちとして活躍したい人はぜひ総務委員会へ！

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！次期広報委員長の篠㟢健太です。
今年度の全代会広報委員会では、昨年度の「ゆるふわ」からさらに進化した「したた
かなゆるふわ」をモットーに、全代会の諸活動の広報（主にＳＮＳ）をパワーアップ
していこうと思っています。この広報誌『Campus』を見てくれている新入生のキミ！ 
私たちとより魅力的な全代会を作っていきませんか？

新入生歓迎特別委員会（以下、新特）次期委員長の沼田航です。新特は新歓の活動
に関する情報共有のお手伝いをはじめとした支援をおこなっています。近年の新型コ
ロナウイルス感染症の状況の変化に応じて新歓の形も変容しつつありますが、新入生
が安心して楽しい大学生活を始められるように努めます。新入生の皆さんの不安は私
たちが取り除くので、新歓イベントを思いっきり楽しんでほしいです。

国際特別委員会は留学生が抱える問題を解決するために活動する委員会です。現在
は、留学生が主役のイベント「International Day」の開催や、サークル紹介誌の英
語化など、留学生が筑波大学で楽しく生活できるようにサポートする活動をしていま
す。活動内容に興味がある人はもちろん、委員会のメンバーにはいろんな地域から来
ている留学生がいますので、留学生と関わってみたいという人もぜひ！

次期委員長を務めさせていただきます、竹之内美来です！学内行事委員会は特に人との関
わりが多い委員会です。今年度は学生の活動をサポートできる委員会を目指します。委員会内
の学年の枠をこえて活動を行い、学生が自発的に活動しやすい環境整備に努めます。私は全
代会ってかっこいい！と思ったことがきっかけで全代会に所属しました。新入生の皆さん、ど
んな小さなきっかけでも大学の役に立ちたい！と思ったらぜひ全代会に来てみてくださいね。

新入生の皆様ご入学おめでとうございます！！次期教育環境委員長としてオンライン授業
や対面授業が入り交じるなかで生まれてくるさまざまな問題をよく聞き、全学生が満足に授
業を受けることができる環境を作っていけるように努力していきます。また、今年度は共通
科目の成績評価や分布の改善、教職カルテのデジタル化を進めていきたいと考えています。
新入生の皆様と一緒に活動ができる日を楽しみにしています！ぜひ！

こんにちは、生活環境委員会です。生活環境委員会では今年度も皆様からのご意見
をより多く取り入れて大学に伝えていきます。生活環境に関する問題には長期的な課
題も多くなかなか成果が目に見えませんが、少しずつ成果を出していくつもりです。
新入生の皆様、ぜひ生活環境委員会でともに活動しましょう！教育生活環境調査に答
えていただくだけでも助かります。

皆さんこんにちは！次期調査委員会委員長の會澤です。今年度はさまざまな学校施
設の快適さ向上のための実地調査も再開するため、新委員長として責任をもって活動
したいと思っております。新入生の皆さんは全代会がどんな活動をしているのかまだ
よく分からないかもしれませんが、少しでも興味を持ったなら、気軽に参加してくれ
るととても嬉しいです！

調査委員会　會
あいざわそうた

澤颯太（比較文化学類１年）

生活環境委員会　宮
み や た あ お ば

田青葉（人文学類１年）

教育環境委員会　亀
か め い け ん た

井健多（教育学類１年）

※所属及び学年は、令和５年３月時点のものです。

学内行事委員会　竹
た け の う ち  み く

之内美来（化学類１年）

総務委員会　川
かわしま じゅんいちろう

島淳一郎（総合学域群第３類１年）

国際特別委員会　山
やまぐちたけと

口毅人（応用理工学類２年）

新入生歓迎特別委員会　沼
ぬまたわたる

田航（工学システム学類１年）

広報委員会　篠
しのざきけんた

﨑健太（日本語・日本文化学類１年）

河か

わ

の

み

う

野

美

羽 

議

長 

　
　
　
　
　
　
人
文
学
類
2
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
規
制
の
緩
和

に
よ
り
、
全
代
会
全
体
の
活

動
域
は
徐
々
に
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
背
景
と
し

て
、
三
つ
の
特
別
委
員
会
の

設
置
に
よ
る
活
動
の
体
系
化

が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

議
長
の
立
場
と
し
て
は
、
自

身
の
目
標
が
明
確
で
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
反
省
点
が
多

く
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
残
り
の
期
間
は
、
来
期

の
全
代
会
に
向
け
て
各
活
動

の
区
画
整
理
の
よ
う
な
事
を

中
心
に
行
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。 
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第
一
回
意
見
聴
取
会 

日
時
：
令
和
４
年
10
月
12
日
（
水
）
18
時
30
分 

場
所
：（
対
面
）
３
Ａ
２
０
４ 

　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft T
eam

s 

出
席
：
全
代
会
構
成
員
、
学
園
祭
実
行
委
員 

議
題
『
令
和
４
年
度
学
園
祭
実
行
計
画
書
追
加
提

出
分
に
関
す
る
要
請
』 

○
議
題
に
つ
い
て 

　

学
園
祭
実
行
委
員
会
（
以
下
、
学
実
委
）
か
ら

学
内
行
事
委
員
会
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
学
園
祭

実
行
計
画
書
追
加
提
出
分
に
つ
い
て
、
討
議
が
行

わ
れ
た
。 

　

本
会
で
は
、
全
代
会
構
成
員
を
複
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
学
園
祭
実
行
計
画
書
追
加
提
出
分
を

各
グ
ル
ー
プ
で
読
み
、
そ
の
後
学
実
委
と
全
代
会

で
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
交
通
規
制

や
自
転
車
撤
去
と
い
っ
た
交
通
計
画
、
当
日
の
来

場
者
の
人
数
制
限
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。 

　

ま
た
、
後
日
行
わ
れ
る
第
五
回
本
会
議
に
お
け

る
審
議
の
た
め
、
本
会
で
出
さ
れ
た
質
問
や
誤
字

脱
字
の
指
摘
を
も
と
に
実
行
計
画
書
等
の
修
正
が

行
わ
れ
た
。 

第
五
回
本
会
議 

日
時
：
令
和
４
年
10
月
19
日
（
水
）
18
時
30
分 

場
所
：（
対
面
）
３
Ａ
２
０
４ 

　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft T
eam

s 

出
欠
：
出
席
52　

遅
刻
２　

早
退
１ 

議
題
『
令
和
４
年
度
学
園
祭
実
行
計
画
書
追
加
提

出
分
に
関
す
る
要
請
』 

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
51
人
） 

承
認
：
51 

否
認
：
０ 

保
留
：
０ 

→
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。 

○
議
題
に
つ
い
て 

　

第
一
回
意
見
聴
取
会
で
の
議
論
を
も
と
に
修
正

が
加
え
ら
れ
た
学
園
祭
実
行
計
画
書
追
加
提
出
分

に
つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。
二
次
予
算
案
に

関
す
る
質
問
や
誤
字
脱
字
の
指
摘
が
出
さ
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
学
実
委
が
回
答
を
し
た
。
最
終
的
に

は
右
に
示
し
た
通
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。 

○
令
和
４
年
度
学
園
祭
に
つ
い
て

　

読
者
の
皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、
学
園
祭
が
３

年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ
た
。
来
場
者
の
事
前

予
約
を
は
じ
め
と
す
る
初
の
試
み
も
あ
っ
た
が
、

一
貫
し
て
大
き
な
混
乱
も
な
く
そ
の
幕
を
閉
じ

た
。
こ
れ
は
令
和
４
年
度
学
園
祭
実
行
委
員
会
の

尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
で
あ
り
、
改
め
て
称

賛
の
言
葉
を
贈
り
た
い
。

第
二
回
意
見
聴
取
会  

日
時
：
令
和
４
年
11
月
９
日
（
水
）
18
時
30
分  

場
所
：（
対
面
）
３
Ａ
２
０
４  

　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft T
eam

s  

出
席
：
全
代
会
構
成
員

議
題
『
学
生
組
織
制
度
の
改
編
及
び
学
長
決
定
・

副
学
長
決
定
の
改
定
に
つ
い
て
』  

○
議
題
に
つ
い
て  

　

企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会
か
ら
議
長
団
を
通
じ

て
提
出
さ
れ
た
、
学
長
決
定
『
筑
波
大
学
の
学
生

組
織
等
に
つ
い
て
』
及
び
副
学
長
決
定
『
筑
波
大

学
に
お
け
る
学
生
の
組
織
及
び
ク
ラ
ス
連
絡
会
等

に
つ
い
て
』
の
改
定
案
を
め
ぐ
っ
て
、
討
議
が
行

わ
れ
た
。 

　

本
会
で
は
、
企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会
か
ら
の

改
編
に
関
す
る
説
明
と
全
代
会
構
成
員
に
よ
る
当

該
改
定
案
の
確
認
が
あ
っ
た
後
に
、
質
疑
応
答
の

時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
各
学
類

等
代
表
者
の
議
決
権
停
止
の
要
件
、
組
織
改
編
後

の
ク
ラ
ス
代
表
者
会
議
や
全
代
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。 

　

ま
た
、
後
日
行
わ
れ
る
第
六
回
本
会
議
に
お
け

る
審
議
の
た
め
、
本
会
で
出
さ
れ
た
質
問
や
誤
字

脱
字
の
指
摘
を
も
と
に
改
定
案
の
修
正
が
行
わ
れ

た
。

第
六
回
本
会
議  

日
時
：
令
和
４
年
11
月
16
日
（
水
）
18
時
30
分  

場
所
：（
対
面
）
３
Ａ
４
０
３ 

　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft T
eam

s  

出
欠
：
出
席
51　

遅
刻
０　

早
退
０

議
題
『
学
生
組
織
制
度
の
改
編
及
び
学
長
決
定
・

副
学
長
決
定
の
改
定
に
つ
い
て
』  

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
の
出
席
者
は
51
人
）  

承
認
：
47 

否
認
：
０  

保
留
：
２  

無
効
票
：
２ 

→
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。  

○
議
題
に
つ
い
て 

　

議
長
団
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
学
生
組
織
制
度
の

改
編
及
び
学
長
決
定
・
副
学
長
決
定
の
改
定
に
つ

い
て
』
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
主
に
改

定
す
べ
き
事
項
と
し
て
、「
座
長
団
制
度
の
改
編
」

「
ク
ラ
ス
代
表
者
会
議
の
上
部
組
織
と
し
て
全
代

会
を
明
記
す
る
こ
と
」「
学
類
に
対
す
る
全
代
会

議
決
権
停
止
制
度
の
導
入
」
の
三
つ
が
提
案
さ
れ

た
。 

こ
れ
ら
の
改
定
は
、
学
類
・
専
門
学
群
・

総
合
学
域
群
の
代
表
を
担
う
学
生
の
責
任
意
識
強

化
や
全
代
会
の
代
表
組
織
と
し
て
の
明
確
化
を
促

し
、
学
生
組
織
と
し
て
の
自
治
能
力
や
信
頼
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

副
学
長
と
全
代
会
構
成
員
の
懇
談
会 

日
時
：
令
和
４
年
12
月
７
日
（
水
） 

18
時
30
分

場
所
：
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
大
和
リ
ー
ス

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
階

出
席
：
副
学
長
（
学
生
担
当
、
教
育
担
当
、

　
　
　

国
際
担
当
、
企
画
評
価
・
広
報
担
当
）、

　
　
　

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
関
係

　
　
　

教
職
員
、
学
群
長
・
学
類
長
等
教
職
員
、

　
　
　

関
係
事
務
局
の
職
員
等
、
そ
の
他
関
係
教　
　
　

　
　
　

職
員
、
全
代
会
構
成
員 

○
懇
談
会
に
つ
い
て

　

副
学
長
と
全
代
会
構
成
員
と
の
懇
談
会
（
以

下
、
副
学
懇
）
で
は
、
全
代
会
活
動
の
中
間
報
告

を
行
い
、
全
代
会
が
提
出
し
た
話
題
に
つ
い
て
話

し
合
う
。
本
会
は
副
学
長
の
ほ
か
、
学
群
長
並
び

に
学
類
長
、
そ
の
他
関
係
教
職
員
や
全
学
学
生
の

代
表
で
あ
る
全
代
会
構
成
員
が
一
堂
に
会
し
意
見

を
共
有
す
る
重
要
な
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。 

　

今
回
の
副
学
懇
で
は
、
は
じ
め
に
令
和
４
年
度

の
全
代
会
活
動
の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。
時
間
の

関
係
上
、
中
間
報
告
は
配
布
し
た
資
料
を
も
と
に

し
た
簡
単
な
補
足
だ
け
に
留
め
ら
れ
、
国
際
特
別

委
員
会
と
企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会
の
設
立
が
報

告
さ
れ
た
。河か
わ
の
み
う

野
美
羽
議
長（
人
文
学
類
２
年
）は
、

学
則
改
定
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
。 

　

次
に
、
全
代
会
が
提
出
し
た
三
つ
の
話
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
一
つ
目
の
話
題
で
あ

る
『
総
合
学
域
群
の
移
行
を
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

等
に
つ
い
て
』
で
は
、
事
前
に
今
年
度
総
合
学
域

群
生
と
昨
年
度
総
合
学
域
群
生
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
話
し
合
わ
れ
た
。
一
例

と
し
て
「
移
行
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
不

便
・
不
安
に
思
う
こ
と
」
や
「
大
学
で
や
り
た
い

事
が
見
つ
か
っ
た
か
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。二
つ
目
の
話
題
で
あ
る『
全

学
類
・
学
群
共
通
科
目
の
成
績
評
価
に
つ
い
て
』

で
は
、
英
語
や
体
育
な
ど
の
共
通
科
目
は
担
当
教

員
に
よ
っ
て
評
価
の
付
け
方
が
異
な
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
成
績
の
偏
り
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
具
体

的
な
成
績
評
価
基
準
や
評
定
内
訳
を
発
表
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

教
職
員
側
か
ら
は
成
績
分
布
を
決
定
し
、
そ
の
成

績
分
布
通
り
に
な
る
よ
う
な
試
験
や
レ
ポ
ー
ト
課

題
を
定
め
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
い
う
意
見

や
、
共
通
科
目
は
Ｐ\

Ｆ
評
価
で
決
め
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。
三
つ

目
の
話
題
で
あ
る
『
道
路
整
備
を
含
む
福
利
厚
生

に
つ
い
て
』で
は
、学
生
側
か
ら
宿
舎
・
教
室
設
備
、

W
i-Fi

等
の
改
善
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
設
置
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
学
生

の
要
望
に
つ
い
て
は
整
備
が
追
い
付
か
な
い
場
合

も
あ
る
が
、
可
能
な
も
の
か
ら
随
時
対
応
し
て
い

る
と
の
教
職
員
側
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た

意
見
の
収
集
に
関
し
て
は
、
教
職
員
側
か
ら
も
学

生
宿
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
い
る
た
め
、

多
く
の
学
生
の
意
見
が
欲
し
い
と
の
声
が
挙
が
っ

た
。 

　

最
後
に
、
池い
け
だ
じ
ゅ
ん

田
潤
副
学
長
（
企
画
評
価
・
広
報

担
当
）
に
よ
り
筑
波
大
学
第
４
期
中
期
計
画
・
評

価
指
標
に
お
け
る
自
己
点
検
・
評
価
結
果
及
び
統

合
報
告
書
等
を
活
用
し
た
学
生
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
本
会
は
学
生
ら
と
副
学
長
等
教
職
員

が
顔
を
合
わ
せ
て
活
発
に
話
し
合
う
貴
重
な
意
見

交
換
の
場
と
な
っ
た
。 
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編
集
後
記

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
編
集
長
の
菅
原
由
乃
で

す
。
全
代
会
の
広
報
誌
『Cam

pus

』
２
２
９
号

を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
号
は
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
最
初
の
号
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に
始
ま

る
学
生
生
活
を
彩
る
よ
う
な
話
題
を
提
供
で
き
て

い
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
２
年
生
以
上
の

皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
情
報
満
載
で

す
。
ぜ
ひ
最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
今

後
と
も
全
代
会
を
、
そ
し
て
全
代
会
の
広
報
誌

『Cam
pus

』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
原　

由
乃
）

広
報
委
員
長
と
し
て
の
一
年
を
終
え
て

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
度
、
委
員
長
を
務
め
た
者
で
す
。

初
め
は
何
も
知
ら
ず
、
何
も
で
き
ず
の
自
分
で
し

た
が
、
早
く
も
２
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
学

生
生
活
は
、
１
年
が
過
ぎ
る
の
が
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
ね
〜
。
さ
て
私
は
、
今
年
度
も

制
作
部
長
と
し
て
引
き
続
き
、
全
代
会
の
広
報
誌

『Cam
pus

』
に
関
わ
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
大
学
生
活
の
お
供
に
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
波
戸
憧
音
）

ロゴマークが新しくなりました！

10
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